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安全保障関連法案の慎重審議を求める請願

請願の件名

【請願の趣旨】

現在、国会で安全保障関連法案が審議されております。これら

の法案については国会で参考人として呼ばれた憲法学者３氏全員

が憲法に違反すると証言しています。また、法案が通れば、他国

の戦争に日本が巻き込まれる危惧も否定できません。多くの自衛

隊員を輩出する本県では、子息・親族の安否を気遣う家族も多か

ろうと推察されます。

これらの法案を今夏にも成立させようとの動きが急速に進んで

います。一方、最近の世論調査では法案の慎重審議を求める声が

８０％を越えると報じられています。

国の運命を決めかねない重要法案であり、十分時間をかけ国民

の理解を得ながら審議するのが国政の常道と思われます。

以上の状況に鑑み、貴議会から現在審議中の戦争関連法案を今

国会で性急に成立させることなく慎重に審議されるよう両院議長

あて意見書を上げていただきますよう請願致します。
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